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のものであるし，その選ゆとしての手や足を動かして行なう身体録作(P h Ys i c a 1ma n i p u 1 a-


















する媒介君主数(me d i a t i ng va r i a b 1e s ) として付置づけられるもので， きわめて重要な主体
















え ( me n t a 1 s e t)や'返却泊守なJ構え Cmotor set)などの概念よりも，はるかにひろい
内容をもつようになって8た。現在にかいても ，態度の街念については多〈の定義がなされているが，
とれらを包括的に，オールポー ト(AI 1 p0 r t， G. W.)は次のように述べている。
「態度とは，価人がかかわり をもつあらゆる対象や状況に対するその個人の反応に，指示的，あるい
は力学的な影響を及ぼす，経験によって体制化された心的・利盤的な準備状態、である。J



























態IJ:がどのような機制にしたがっ て形成されるかについては ，議論のわかれると ζろであろう。
体制化の原甥をと主援する認知論では，態度の遊底にそれが関逃する対象に対して，間入がもっ認知体
制jと密接な関係官もっていると し， 刺激(s )・反応(R)論では，懇皮ほ一定の外的反応のパター ン
に関して ，予期的または媒介的な役制りを果たす潜在的反応(implicit responses )であっ
て， 態度の形成を強化の原甥によって説明できるとしている。また， 精神介析学派の性格形成の王将命に
よっても，とれを理解するととが可能であるう。
いずれにしても ，実際的に態度がどのような様式によっ て形成されるかについて， オーノレポー ト(




























o 言語的態依 一一一 哀の慾sr.







































動機が瞬間的であり ，特殊的であるのに対し， 態度は，より一樹仇持続的なもので， ζの動後をひき




































































































































































~) 態度の内面的な側面に視点をすえると ，態度は ，対象となる竜彦象や状態に実fする受容:[)しかたや












































































L スポー γやレデ リェ->ta '/について ，どのような興味をもっていますか。次の間いのそれぞtもたついて答えなさい。
(1)自分で実践に.iIi動するのは






























































































































































































kdJ! ! 2 I 3 4 s 6 7 
合理的 イ ウ イ
思考 内省的 T ウ
剥己的 1 エ
強 国エ ウ ア エ 了
怠志 薄 弱
安 定 ウ ア 7 
情緒
動 揺 4 ウ
優位~ オ 4 
議
ウ
感性 劣等感 .tl:t 
不安感 才 イ エ z 
1量 気 T エ イ :t 
気 性 弱 気 ウオ
協調的 ア オ オ イ





























9 I 10 11 12 13 14 1 5 1 6 1 7 18 19 20 
イ ウ 4 工 イ 工 イ イ
ウ .t エ イ :t T 29 
.t 4 エ エ イ エ
エ 4 7ウ
ウ ウ ウ エ .t 13 
オ ワ
7 エ ア 7 7 
1Z 
7 12 








7 ウ ア オ ウ













ζの側資は研究協力学校(新書弘前i'J浜名!l小学校，弱震中学校 )の小企手校では.4・ 5・ 6学年，中学
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とれによってわかるとかり， 男子では約 8 日~ 90 %，女子では約品目-80%に及ぶ大部分の者が
運動の実践に刻する綴縫的な興味そもっている。 とれと対照的に， 避動を行なうのはきらいだという消

















第 2図 スポーツ・レクり a ーションの笑践を好む王手由






楽しいから l中 l輔 鞠錦織織機F糊附i轍臓綿一













































1o 4，0 6.0 8p 1O?係









中1 r/////〆///f.必治会ぶ:::刊~l::;~:~~主的f会-g♂t~'会吟え軒刊4軒今守:1\'\\¥ ~\ 1 
g パzrVシ7/T/T/llT/Yぷ]0三j
H川3 V./////イイI/IUtメA刀r託:三之之(と三........ズ?三三(三~. だ:三玄〈三〈さおおお主長お訟..む~::.~.殺ヌ汚設:立:滋窓絞撚与2;潟訟号校絞按f玄主1ぞ.汲:必;どぷ滋ぶ?三訟渓絞;ぷ三双{:~法#燃:1\刈¥W U 

















































































H 4 小4l i，J、4
fJ 5 
0'5 運動につい …61 他の~P，躍が u 6 τょ〈知ら " も いやだ.から・がしいから 中1 あるから 中 l ないから 中l 中1n 2 
}I 2 1 2 1 2 













企晶-=r 育体第 7(@ 
100% 
奮
じ防ウウ努少μうウケ//〆イ/メふμ~三乏必必必ミさ主渓総，ミ主..与:し-訟託お...去，".L~必:三三三三 ..三マ..汚?土ヘ弓守三さ'.，子，.三三ヨ宗渋;ふ三忠渋渋:三三三たi三三3没1守三 ，..合:三::::三主:;::;=;与快於ふN、~ I 
仇♂づ少////均よ;主，予..ぷ;
トうケ/////メイ///~オ万兆4不不.，弓:弓号:芯:三".沼"三ζぷ芯 三...三7i三三.....三. 主♂滋.芯芯ぷ. 三主宗宗~~{主友~{之ぷ~~'!♂三主..三芯♂:ざ守♂認守汚....，...三三ジ♂字~:)~lh'¥'¥ '¥. '¥"'刈4 
γ力ヲ万戸??戸?宗問宮




















































































































































































































































































































しかし ，との興味はスポーツとかνクリェージョ ンとして自由なムー ドにつhまれて行なったり ，見
たり ，関いたりするものに比べて，体育学習1:.)(すする興味は低主義で，との傾向が学年の進むにつれて矯
加を示している。運動そのものに本質的な違いはないのであるが.体育学習と して行なわれる という条
件と ， 自由'tt.立場が強調される条件との途いだけで処謬で~・ ない問題であろう。
~t.と ，学?容の効果を高めるという的援に会いて ， 運動にますする消極的な興味そもつ若宮 ， 積極的な方
向に近づけ，ひきあげるととカ2学習箔導上の重姿な問題となる。
0 運動の実際的な場爾では，心理的，情緒的社会的な機能力i内蔚にはたらいている。
























そζで，イメーヅ(i rna g e )研究の手法と してとこ数年来から用いられるようになってきた hSD































































対 象 新潟市立浜鴻小学校 4年O総男子29名女子23名雪t5 2名
指導計画の概要 (時間数 5時間 4 5介単位時間 ) 
時限 | 学濯 活動 指導の婆 点 |傷 考
l時間目I1 州連動(絡)
Z 自由絞習
o lti沫の高き 5O~6 0聞を班別に.Z~3 固 自 。 全員を男女別に 4 鎌田区分け，それぞれの集団 I^~ :; I'
自にとふ | どとにピットを設定してとばせる。 I 4級
1 rななめとびJー はさみ主び-1(.ついての概念づ13. E也練習を観察し.'またぎとぴ'と'はさみと|緑木 4本
け | ぴ'の相違点，効率性などについτ，総例を示した|マット S般
4. 基本練習
(11遜疋な地点、で踏み切ってとl;.






























。 踏切りあしも大き〈蛋りあげて.t長木を鐘す. 。~木をクリキーする傍IL ，両側で f隠さみj を
つくるEとの必J!性を蕊議させる.
4. 総合練習 4. それぞれの時間で綴習した'iI>:練習が身に切、た
かどうかを反省させ，失点を矯正するζとにつとめたa







定り衡とひ>:i:'..lちまく とぶには .どのよ弓な点}こ注君主したら よL、でレょ今か。 そ れぞれの 間鋭について，




イ .必 い 随由蛙ぞとって .かるく坦まり .ユピー
ドはあまりつけ役い。
ウ ，走るC!ii'l睡はあまり長くしないでか停〈走
り .ス ピー ドもあまりつけ役い
えらんだ若苦闘
2 踏切り の場所について


















ア .両足骨は とん C'fio.P守」上げて ，横イ乞ぞ泌す
イ .両足を交主互に銭り上げて ..f茂木を越す
ウ .閥k邑ぞ交瓦9ご繰りJ二げζtがら .両手 't>Jこに
土げて納木ぞ越す
えらんだ法自
(調査の内容〕 A♀ 言二索、 調 :tJ:
と 串 中 や と
て て
も 」和 問 や も
トーート〈る し い
情緒性




とびかたるが わかると瓦いn tJ> 
欠点'IJ$I"，t:い +一一ト一一 欠点がある



























助 走 踏み切りの体の傾き I橋み切りの強さ 絡み切り場所
るi鰍 で，リズミカル からだが炉容ている 蓄のするくらい強い ちょうどよい
2l-… からだが詮っすぐである 断み切る奮がしない 透すぎる1 スピード治問答ちる からだが青l!に傾いている 鱗み切りが弱い 近すぎる
評ぷ あしの振りあげ 踏み切りあしの揺りあげ
3 反対あしをすばや〈 握りあげる 踏み切りあしも大きく 怒りあげる
2 反対あしをあまり振りあげない 鰭み切りあしをあまり振りあげない



























































、』、色、、k 、 男 女 昔十
向 上 76.9係 318% 56.3% 
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第 15 図は ， 走り高とびについて静査した'改訂SD法 'の結梁を数量化の捺作~経て示したプロフ
ィ-)レである。 ζの号制査はさ ~Iこ配してかいたよろに， ζの題材の学習にはいる前に行なっ た事前調室E
( p )，学智のそれぞれのl時間の終了直後に調べたもの(Is t， J[nd， illrd)，学轡の終末調査CE)
で，全 く同ーの内特について行なったものである。そして ，それぞれの鈎査の結来を平面上にプロッ ト
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向上の完苦しい者と低下の甚だし い~ とが含まれている。そ ζで ， とれらの代表的な遂を選び出し ， その
心的な構造を性別に比較してみるととにする。
( 0君は，定り訴とびの記録で 80 cmからいっきょに 100cmに飛や〈的4こ上昇した。 T君のほうは，
9 0 cmから80 cmへ下向してしまったのである。〕
運動の記録が とのように， 問機な学習過程をたどりながらも ， ある者は上昇し， ある~はかえって低
下してしま う現象はつねにみられるととろである。運動技能の程度を客観的な基単位あてはめて判定す
る方法のひとつが遼勤の記録なのであって，そとには身体の内面的 ，外面的な機能が結集してはたらい
ている。また，との運動場面は横木を主?とすか ，;t.とさないかという心理的な緊張場面であ り， 友だち
の視線カトー身に集められて 〈る場l訴でもある。との特殊な場面に適応するために ，心・身の発能力を集























/ I UI 
第 19図



















































































対象 新潟市立坂井輪中掌校 1年女子 O組 22名，0組2る名 苦t 4 5名
学習過程の概要








ぬ線状態 :.s唱微なしかぜ頭痛腹痛下痴心配ごと 1;1;:;;聾その他 ( ) 
と ヰ3 ども や
て らち庁F 
も キ3 でい や
i(j 
世主り高とびt孟 す き fご




認総 6 なぜ感L、かを 輪王型的に
7 とぷ方法ぞ 縫解して
世t
















































































正 磁 だ +一一-1一一ーーードー一一ーレーー一一ト不 足 依 Tご
やさし い -1-一一一一→ む、「国急 :/J， し t、
〔認査の方法〕
同ーの問題について，Ij~学校の集験と問主義に ， 事前 ， ~時間の終了直後，終末 ， の 5 闘にわたりそれ




学留の毒事前と終末に台いて， 跳やくの託!録をf測定した。との際 ，無効言止す交2回で失格とした。 検木は
5cmきざみで上げるとととしたc
イ 運動技能の評価
記録の測定と平行し ，グループどとにそのうちの 1人がとぶのを， 全員で次の分析的な視点から運動
技能の詐他そ季節，終末にないて行なった。
玉石弓京一一一一ーと名 分!お話一一一一一一三一名
ちょうどよ い I ! ! 
絡み切り ト 一ー一ー一一一一一一一一一十一ーしーJ・一一・-、 1 1 1 
地 点 1-目--一一ー由ーーーーーー↓ーベー-+---1
近 い lH 
ときめか |一一一ー一一一一一ーーー ート--1--トー-
4ら だのl頃 |ほぼまっすぐ 1 • I 
き |ー 一一一一一一一一一一一一-1-i -1--
おIIこ{憎いている 1 i 1 
踏み切る |うしろに傾いている
事圭快に走る I ! i 
ーー 一一ー一一一一一ー -ー-1-ー ムー -1---
1 J:VJ 定 |りさみすぎrている I ! 1 12 
一一一一一ー ーー一ーー - +ι一 一I_ _ _~ - ー
二スピードが弱 くとtる | i l 
すばやく強い I : 1 
踏み切り卜 一一一一一一一一一一一寸一一トー-1-
3 1上からだ ').< 1 ; 1 
の主主さ|・一一ーー『ー一一一一一一--1一一トー-1---
喜習 も、 。 1 1 : 
すばやく絞り上げる | ! l 
- 一 一」一一'一一」一一反対あしの1--------------1 1 I 
5 1あまり 繰 り上げない 1 I I 
綴り上げ1一一一 一一一 ---i---:--十一
同め しを問時に上げる l ; i 
上体がひねれて， よ く I: : 
傾いてい る 1 I 1 
一一ー一一一一一一一一一一一，-，一回「一-
6レイアウト |上体のひねりが少なく 1 I 1 
傾きも少ない 1 I i 
一一一ーー一一一一ーーーーーr-i一一「 ゐー
上イ本がtまとん どひねずt1 1 1 
ていない 1 1 1 
ー-44-
腐るレがV字形に穴き I I 
〈交さしている I I I 
ー 一ー一ー ーー ーー ーーー ー十一→ー ーーー ー
7腕の交さ!両めしの交さが少ない I: : 18お
一ー 由ーーー ーー ーー 一ー一寸一-j--，一一ー
踏み切りあしをまっす.I I I 











































五 同じカで空中にとひ'あがっても ，とぴあがりかたによっては次留のA，B， Cのような違いがでて
きます。 Aのようにとじ:おがるには ，踏み切るときにどのような点に注意したらよいと怠いますヵ、
気づいた点を簡単に害きなさし、
A B C 
























N : 39人 39人
M: 97. 5'.6(双 98.9 7C11 
S : 1 t 3 7Cm 1 t 2 1α冗
N: 39人 39人
ル(: 24. 目白書~ 23.55点
S: 3 8 4.47 
有意書室 : O.6>p>O.5 宥恕重量 : O.6>E>o.5 
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( 5 :とても 4 :やや 、


















~< と びたいという欲求と，学習に買です る
総合評価との関連をみると ，総合評価では ，
自己のとびかたが'劣っているヘグ不満足





険だぺ '苦しいものだ'， グ股がどきどきする Pという極に傾むいている乙とを示している。 とくに
Hきらいだ ぺ 'どきどきする'という心{背がいっばん的に支配している ζとはみのがせない。しかし，
実際にとの学習活動を行なってみた経験的た感じ1;1， Hすきだ h n楽しい H グへい患だ n 11安全だ 'と








なかったが，個別にみれば ，言E搬の向上じた者 ，低下した者 ，変化のない者などエ ュナンJえの異なる機

















4 32 1 
d -個人的託事例
記録の変化と態度の締役 と



















P明涜寄的手足j、 1FfT苧伊子， ヤ ，~ J~!手終末.z-.，不 J、の.締袋行怒り

















































学習活動をと公してグうまくできるようになった N If運動のしかたがよくわかる 1 H安全で楽し〈でき

























価は経験的危清景によってもたら :されたふのであるうが，それら4がその題材の学i\l~ヒ直接に ， あjるいは
間接に指示的な方向づけぞする点で H態度 グとみなすととができ る。 ζの学習に際してはたらく態度民









j '"十-:r ~I -
学習態度i九j運動技能の程度宇密接な問要えもって?る?
{t，の題材民ヲいての学習が進主rF-;コま1<て t運動技能Cl)質的ケ変容が.L.地別手lもた'b~されてιくとケ'ò '-，しか
し，-，'ζの運動技書卸-;tMこ公bてきをrさ:'t~初~成過揖夜ftl <Ï，U 前払毛色め念:!.必向よす，る草食あれば:~ J府ょの
遜滞する諮 ，おるいは.;(~lïすおおさ、えふうけら;h;í5。その学管過j室 rF :l>' ~、fてもd分，節勤併や屯みにとtな
すけれども， それらの総合練習ではうだっ干のあがらないどとも歩ぎててる。
とのような後雑な過程 と多織な線努とも含みながら学忽1)滑なわれているのてあ、るが，学習態度は，




i.: fJ、‘仁白 I下二(.. :':' >t ，三~ -...サ， jf;l ~ リ心代千..... tに 'l 
運動段能の形成にl立，その人のもつ学習態度が重要な影響を及ぼしている。
f' ，- . ¥、手 ~ _， <<立( " . " Jこュ r 1 '1" ~ 
(5) 
運動技能付，そのんの主依的な諸条件u料等S契約な舛昔E条仲νたら伐4ζ練習過程なとゆ幾p~の芦毘に
Jさぷえ1 られ:(瓶f/1;さ'.tじるtもの;J:'あヲ fて ・， ~そφ'-r主体的f.c.余伶φァ::>-k;-1，.. ての鵠号~!際成約さ&τ会i略式ゆ'な
b、で若うるお ~!:.，かし冷 ~~i研究'1::;よ， ';;1匂ま撞Jて言たとζlるで餓1." (運動技能fJ，形成年ャ エを，rpÁ!叫もl::::>~斡習
書受度が蓮華乏な景長線iなl?ittましている F二ょが~&料こ取ったのJで〈あるる
ほとんど向-，1の芋虫唾穆をたど;りながl~も，湾勤扱能φ程度がJ向上んト遅滞し，あるいは低下すると
いう弔都知倒kのみら丸るにと字削":~ t;t ，さき同 べ枇砧ずあるが，とからタ機時習態
度と例帥~I)虫色み泣，枇総体制批A下した者叫ヒヤ態度仰れぞれゆ網開する
覗極さと一声手法dし2きごと科目暗ーバ .旬、何?と於柿?ゐ}執よ'I!:1;!L." ~I指統的保安定品川穂樋的お息子きや難民〈意
志的な努力とまじめさなどでli ， 両者の問1=大き~t;閉さ~.ilt私らが~~ô. ~との:ぬふI~~;， 信担態度:Øj清終約iも
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